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未知とする多数室室温変動シミュレーションに組み込んだ解析
を行い、室温と壁体表面温度が相互に影響する状態での評価が
必要となる)．
４．まとめ
ＰＣＭを壁l鱒に適用するにあたり、相変化温度や厚みなどの
設計目的のための利用、およびその効果を予測するため、エン
タルピー法に基づく伝熱解析手法の開発に関して基礎的な検討
を行い、ＰＯｖｌの相変化熱（潜熱）をモデル化して見かけの熱
容'1tとすることにより、通常の伝熱解析として扱えることを示
した。
そして、通気層なし壁体を対象とする簡易解析を行い、拡張
アメダス気象データを外部境界条件に、余弦関数に基づく室温
変動を室内側境界条件とする伝熱シミュレー ションを行った。
その結果、ＰＣＭの設置は断熱１両の内側に|置くこと、厚みの影
響は､エネルギー 収支としてはほとんど関係ないことを示した。
室内の放射環境改善という目的では、確面温度をある温度範
囲においては有効に機能することがわかった（今回のシミュレ
シーョンにおいて､机変化温度15℃のケー スが､冬期15℃以下
に室温が低下する場合に表面温ﾉ蝋]制的に働いた状況や、夏期
には相変化温度２３℃のケースが日中の最高温度抑制に効果が
あること)。
断熱層の室内側にＰＣＭを設置する場合は、上記のような効
果が見られたが、ＰＣＭを断熱１両の外気側に設置するケー スで
は､内装表面温度の安定化効果はないことがわかった｡しかし、
夏期における確体への熱流出入状況をみると、擬似的な断熱壁
体、すなわちM1i熱性能の向上効果として機能しており、設備容
量の低減に寄与する可能性が示された。
今回は通気屑なしの壁体における基礎的な検討であったが、
今後、通気層(､l･き断熱壁体や光透過型のＰｏｖｌ壁体などを対象
とした検討を行う予定である”
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